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               論   文   の   要   旨 
 













1 (ドーム型のコンパクトコロニー)、type 2 ( 扁平型のコンパクトコロニー)、type 3 ( 中心部分にクラス
ターを形成するtype 2様コロニー)、type 4 ( 細胞同士の接着が弱いコロニー)、type 5 ( 扁平だが、敷石状
で個々の細胞が明瞭なコロニー)である。これら5種のコロニーは、type 5で未分化マーカーCdx2陰性の細胞が
認められるものの、type 1からtype 4は同等のCdx2発現を示した。また、type 2からtype 5はtype 1コロニー
から派生したことから、type 1コロニーが全てのコロニータイプのprogenitorであることが同定された。さら
に、ドーム型type 1と扁平型type 2は類似した遺伝子発現プロファイルを持ち、同等のキメラ形成能を持つこ
























を指標に、この type 1コロニーに含まれる細胞の比率を増やす技術を開発することで、マウス TS細胞が、
ES細胞同様に高品質な幹細胞として生まれ変わると期待される。よって、本研究の成果は、今後の医生物学
の発展に寄与するものと考えられる。 
平成２８年１月２１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
